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判
例
に
み
ら
れ
る
日
照
妨
害
の
法
理

徳
本

鎮

一二三四

は
じ
め
に

判
例
の
傾
向

日
照
妨
害
と
差
止
請
求

日
照
妨
害
と
損
害
賠
償

一
　
は
じ
め
に

　
　
　
0
近
時
、
日
照
妨
害
を
め
ぐ
る
紛
争
事
件
が
増
加
し
、
マ
ス
コ
ミ
に
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
ず
い
分
多
く
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に

　
　
日
照
妨
害
を
め
ぐ
る
紛
争
事
件
が
増
加
し
た
理
由
は
種
々
考
え
ら
れ
る
が
、
ま
ず
第
一
に
、
こ
の
種
の
生
活
妨
害
に
対
す
る
被
害
者
の
権

　
　
利
意
識
が
高
揚
し
て
き
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
と
と
も
に
重
要
と
思
わ
れ
る
点
は
、
低
層
住
宅
と
中
・
高
層
住
宅
・
建
物
の
無

　
　
秩
序
な
混
在
現
象
を
ひ
き
お
こ
し
て
い
る
不
均
等
な
都
市
化
な
い
し
は
建
物
高
層
化
が
近
時
急
激
に
進
行
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
裁
判

　
　
例
の
な
か
に
日
照
妨
害
紛
争
の
事
例
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
は
、
昭
和
三
〇
年
代
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
昭
和
四
〇
年
代
に
入
っ

　
　
て
か
ら
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
右
の
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
日
照
妨
害
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
公
害
対
策
基
本
法
に
い
う
公

説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

　
　
害
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
日
照
妨
害
に
は
、
　
公
害
と
同
様
に
考
え
ら
れ
る
点
も
す
く
な
く
な
い
。
　
た
と
え

論　
　
ば
、
侵
害
が
継
続
的
で
あ
る
こ
と
、
多
く
の
場
合
侵
害
行
為
は
一
応
適
法
な
権
利
行
使
で
も
あ
り
う
る
こ
と
、
ま
た
被
侵
害
利
益
が
、
多
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曼4海
両冊

く
の
場
合
後
述
の
と
お
り
、
土
地
・
建
物
な
ど
の
財
産
的
利
益
及
び
人
格
的
利
益
を
総
合
し
た
、
い
わ
ば
全
体
と
し
て
の
生
活
利
益
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
共
通
の
特
薦
が
み
ら
れ
る
反
面
、
日
照
妨
害
に
は
、
た
と
え
ば
大
気
汚
染
、
騒
音
・

振
動
、
悪
臭
な
ど
の
典
型
公
害
に
は
余
り
み
ら
れ
な
い
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
日
照
妨
害
は
、
一
た
ん
妨
害
の
事
実
が
発
生
す
る
と
、

加
害
建
築
物
が
撤
去
さ
れ
な
い
限
り
侵
害
が
永
久
的
な
い
し
確
定
的
に
継
続
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
多
く
の
場
合
、
加
害
建

築
物
の
撤
去
は
技
術
的
に
困
難
で
あ
っ
た
り
、
　
ま
た
は
社
会
的
経
済
的
に
か
な
り
の
損
失
を
と
も
な
う
こ
と
も
、
　
あ
わ
せ
て
指
摘
し
う

る
。
こ
の
ほ
か
、
日
照
妨
害
は
、
大
気
汚
染
、
騒
音
・
振
動
、
悪
臭
な
ど
の
よ
う
に
、
侵
害
物
質
や
音
波
を
被
害
者
の
生
活
領
域
へ
侵
害

さ
せ
る
と
い
う
積
極
的
な
侵
害
で
は
な
く
、
被
害
者
の
土
地
・
建
物
へ
の
日
照
・
採
光
を
妨
げ
る
と
い
う
形
の
消
極
的
な
侵
害
で
あ
る
こ

と
も
、
　
一
つ
の
特
徴
と
い
え
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
日
照
妨
害
で
は
侵
害
の
成
否
が
、
か
な
り
の
程
度
、
被
害
者
側
の
土
地
・
建
物
の
利
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

形
態
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
も
、
他
の
公
害
と
は
異
な
る
点
で
あ
る
。

　
⇔
　
以
上
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
日
照
妨
害
の
私
法
的
救
済
に
つ
い
て
生
じ
る
最
初
の
問
題
は
、
そ
の
侵
害
利
益
の
性
質
を
ど
の
よ
う

に
理
解
す
る
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
に
見
る
よ
う
に
こ
の
点
に
つ
い
て
の
裁
判
例
の
立
場
は
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
い
。
厳
密
に
い
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ば
、
日
光
そ
の
も
の
を
客
体
と
す
る
権
利
の
成
立
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
日
光
を
支
配
す
る
権
利
と
し

て
の
日
照
権
概
念
や
、
土
地
・
建
物
の
所
有
・
利
用
権
に
も
と
つ
く
日
光
の
支
配
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
反
面
、
一

般
的
に
は
土
地
・
油
物
の
円
満
な
利
用
の
た
め
に
は
日
照
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
も
こ
れ
ま
た
否
定
し
が
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　
そ
こ

で
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
は
、
日
照
妨
害
を
土
地
・
建
物
の
所
有
・
利
用
権
の
侵
害
と
考
え
る
こ
と
も
あ
な
が
ち
誤
り
と
は
い
え
な
い
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
よ
り
日
照
妨
害
の
実
情
に
即
し
、
そ
し
て
こ
と
に
、
　
広
く
弾
力
的
な
救
済
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
　
む
し

ろ
、
そ
の
被
侵
害
利
益
は
、
あ
る
土
地
上
で
、
一
定
以
上
の
期
間
、
妨
害
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
日
照
を
利
用
し
て
快
適
な
生
活
を
享
有
し

て
ぎ
た
（
あ
る
い
は
日
照
を
利
用
し
て
営
業
を
し
て
き
た
）
と
い
う
利
益
で
あ
っ
て
、
人
格
的
利
益
、
財
産
的
利
益
の
双
方
を
含
む
全
体
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（
4
）

と
し
て
の
生
活
利
益
と
考
え
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
日
照
権
と
よ
ぶ
か
ど
う
か
は
単
に
用
語
の
問
題
で
あ
る
。
そ
し

て
、
か
り
に
こ
れ
を
日
照
権
と
よ
ん
で
み
て
も
、
そ
の
内
容
は
各
妨
害
事
件
ご
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
よ
っ
て
多
様
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
ま
た
そ
の
場
合
の
救
済
も
日
照
権
と
よ
ば
れ
る
こ
と
か
ら
一
律
に
導
き
出
さ
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
と
こ

ろ
で
あ
ろ
う
。
さ
し
あ
た
り
、
こ
の
よ
う
な
観
点
に
た
ち
つ
つ
、
下
級
審
で
は
あ
る
が
、
近
時
急
に
増
加
し
て
き
た
日
照
妨
害
紛
争
を
め

ぐ
る
裁
判
例
の
傾
向
に
つ
い
て
、
以
下
、
若
干
の
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

判例にみられる日照妨害の法理（徳本）

（
－
）
公
害
対
策
基
本
法
に
い
う
公
害
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
徳
本
「
公
害
の
民
事
的
救
済
と
因
果
関
係
」
法
政
研
究
三
六
巻
二
一
六
合
併
号
一
八
九

　
　
頁
以
下
で
ふ
れ
た
。
　
な
お
、
加
藤
編
・
公
害
法
の
し
く
み
四
頁
以
下
（
加
藤
筆
）
、
谷
ロ
ー
沢
井
聾
淡
路
編
・
公
害
の
法
律
相
談
二
頁
以
下

　
　
　
（
谷
口
筆
）
参
照
。

（
2
）
公
害
の
私
法
的
救
済
を
検
討
す
る
に
つ
い
て
、
そ
の
特
徴
を
理
解
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、
徳
本
「
公
害
の
私
法
的
救
済

　
　
i
継
続
的
権
利
侵
害
の
救
済
方
法
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
＝
二
号
九
八
頁
以
下
に
指
摘
し
た
。
た
だ
し
、
こ
ま
か
い
点
で
は
、
公
害
も
類
型
毎
に
特

　
　
徴
を
異
に
し
、
余
り
に
一
般
化
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
当
を
得
な
い
こ
と
も
否
定
し
え
な
い
。
な
お
、
日
照
妨
害
が
消
極
的
侵
害
で
あ
る
こ
と

　
　
に
つ
い
て
は
、
好
美
「
日
照
権
の
法
的
構
造
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
九
〇
号
一
七
頁
注
（
1
）
、
同
四
九
四
号
＝
三
頁
注
（
8
8
）
　
（
8
9
）
、
沢
井

　
　
　
・
公
害
の
私
法
的
研
究
四
七
七
頁
以
下
、
熊
本
地
玉
名
支
判
昭
和
四
六
・
四
・
一
五
判
時
六
三
三
号
五
〇
頁
各
参
照
。
日
照
妨
害
は
可
動
物
に

　
　
よ
っ
て
も
生
じ
得
る
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合
に
は
、
本
文
に
い
う
よ
う
に
侵
害
の
永
久
性
は
な
い
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ

　
　
ろ
、
建
築
物
以
外
の
原
因
に
よ
る
日
照
妨
害
が
問
題
と
な
っ
た
例
は
見
あ
た
ら
な
い
の
で
、
以
下
の
本
文
で
も
も
っ
ぱ
ら
、
建
築
物
に
よ
る
日

　
　
照
妨
害
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
3
）
我
妻
・
民
法
総
則
（
民
法
講
義
1
）
二
〇
三
頁
、
舟
橋
・
物
権
法
九
頁
以
下
。

（
4
）
好
美
・
前
掲
論
文
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
九
四
号
一
＝
二
頁
の
立
場
も
、
結
局
は
本
文
と
同
様
に
解
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
好
美
教
授
は
、
右
の
個

　
　
所
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
差
止
の
理
由
づ
け
と
い
う
観
点
か
ら
の
説
明
で
あ
る
。
な
お
、
四
四
参
照
。
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碑ム．

貢冊 説

二
　
判
例
の
傾
向

　
O
　
日
照
妨
害
の
私
法
的
救
済
を
め
ぐ
る
裁
判
例
は
、
戦
後
、
特
に
昭
和
三
〇
年
代
の
終
り
ご
ろ
か
ら
急
激
に
増
加
し
て
い
る
が
、
そ

の
救
済
方
法
と
い
う
観
点
か
ら
整
理
す
れ
ば
、
日
照
妨
害
行
為
（
家
屋
、
ビ
ル
、
塀
な
ど
の
加
害
建
築
物
の
建
築
行
為
）
及
び
そ
の
結
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

の
禁
止
な
い
し
は
除
去
を
求
め
る
差
止
請
求
を
内
容
と
す
る
も
の
、
日
照
妨
害
の
結
果
生
じ
た
損
害
の
填
補
を
求
め
る
損
害
賠
償
請
求
を

　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

内
容
と
す
る
も
の
、
両
者
を
と
も
に
請
求
す
る
も
の
と
に
わ
け
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
う
ち
、
最
近
は
こ
と
に
差
止
請
求
の
裁
判
例
が
判
例
集
に
報
告
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
差
止
請
求
は
さ
ら
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
と
え
ば
賃
貸
借
契
約
や
土
地
分
譲
契
約
な
ど
の
契
約
に
も
と
つ
く
場
合
と
、
物
上
請
求
権
や
生
活
利
益
．
人
格
権
侵
害
を
理
由
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

請
求
さ
れ
る
場
合
ど
が
あ
る
。
ま
た
差
止
請
求
は
、
仮
処
分
の
形
で
中
間
的
な
差
止
と
し
て
請
求
さ
れ
る
場
合
と
、
本
案
訴
訟
の
形
で
終

局
的
な
差
止
と
し
て
請
求
さ
れ
る
場
合
と
が
あ
る
。

　
蝸
方
、
損
害
賠
償
請
求
は
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
す
べ
て
不
法
行
為
を
理
由
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
⇔
　
判
例
集
に
登
載
さ
れ
た
裁
判
例
に
限
っ
て
い
え
ば
、
本
案
判
決
で
差
止
を
認
容
し
た
例
は
六
例
、
棄
却
例
は
二
例
、
仮
処
分
で
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
1
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

止
を
認
容
し
た
例
は
三
例
、
却
下
し
た
例
は
六
例
で
あ
る
。
損
害
賠
償
は
認
容
例
四
例
、
棄
却
例
四
例
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
数
字
の

上
で
は
ほ
ぼ
認
否
が
相
半
ば
す
る
状
態
と
い
っ
て
よ
く
、
し
た
が
っ
て
、
以
上
の
数
字
か
ら
は
裁
判
所
の
日
照
妨
害
に
対
す
る
私
法
的
救

済
の
態
度
が
積
極
的
で
あ
る
と
も
消
極
的
で
あ
る
と
も
評
価
し
が
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
む
し
ろ
具
体
的
に
個
々
の
裁
判
例
で
ど
の
よ
う

な
要
素
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
か
が
よ
り
大
き
な
問
題
と
い
え
る
。

　
裁
判
例
に
あ
ら
わ
れ
た
日
照
妨
害
の
態
様
は
、
ω
被
害
者
の
建
物
の
近
隣
（
通
常
は
隣
地
）
に
低
層
建
物
が
建
築
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る

日
照
妨
害
、
②
被
害
者
の
建
物
の
近
隣
に
中
・
高
層
建
物
が
建
築
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
β
照
妨
害
、
㈹
被
害
者
の
建
物
の
採
光
口
に
接
し
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（
1
3
）

て
加
害
建
築
物
（
．
バ
ラ
ッ
ク
、
塀
な
ど
）
が
建
築
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
日
照
妨
害
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
被
害
建
物
は
多
く

の
場
合
居
住
用
の
低
層
建
物
で
あ
る
が
、
な
か
に
は
居
住
用
の
中
・
高
層
建
物
が
被
害
建
物
で
あ
る
例
や
、
事
務
所
用
の
中
・
高
層
建
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
U
）

が
被
害
建
物
と
な
っ
た
例
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
ほ
か
病
舎
の
建
物
が
被
害
建
物
で
あ
る
特
異
な
例
も
み
ら
れ
る
（
侵
害
行
為
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
ユ
）

害
意
を
も
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
）
。
こ
の
よ
う
な
妨
害
の
態
様
の
差
異
は
、
違
法
性
判
断
に
あ
た
っ
て
差
異
を
生
ぜ
し
め
る
。
な
お
、
現

在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
農
地
な
ど
の
、
建
物
の
建
て
ら
れ
て
い
な
い
土
地
に
対
す
る
日
照
妨
害
が
問
題
に
な
っ
た
裁
判
例
は
な
い
。

判例にみられる日照妨害の法理（徳本）

（
5
）
①
東
京
評
判
昭
和
三
三
・
三
・
二
二
下
民
集
九
巻
三
号
四
七
六
頁
、
②
最
高
決
昭
和
三
六
・
六
・
一
ジ
ュ
リ
ス
ト
ニ
ニ
七
号
四
六
頁
〔
一
審
東

　
　
望
地
決
昭
和
三
五
・
四
・
三
〇
、
二
審
東
京
高
決
昭
和
三
五
・
五
・
二
七
〕
、
③
中
野
並
判
昭
和
三
九
二
二
・
二
六
判
時
三
七
六
号
四
四
頁
、
④
東

　
　
京
地
謡
昭
和
四
〇
・
二
・
一
六
下
民
集
一
六
巻
二
号
二
七
二
頁
、
⑤
札
幌
地
判
昭
和
四
一
・
四
・
一
六
判
タ
一
八
九
号
一
八
○
頁
、
⑥
大
阪
高
判

　
　
昭
和
四
二
・
九
・
一
八
寸
時
五
一
二
号
五
四
頁
〔
一
審
神
戸
簡
判
昭
和
三
九
・
九
・
二
九
、
二
審
神
戸
地
判
昭
和
四
〇
．
八
．
二
〕
、
⑦
東
京
地
判

　
　
昭
和
四
三
・
九
・
…
○
判
タ
ニ
ニ
七
号
八
九
頁
、
⑧
東
京
地
塁
昭
和
四
四
・
七
・
一
〇
下
民
集
二
〇
気
質
－
八
号
四
六
四
頁
、
⑨
神
戸
地
伊
丹
支

　
　
判
昭
和
四
五
・
二
・
五
判
時
五
九
二
号
四
一
頁
、
⑩
新
潟
地
高
田
支
判
昭
和
四
五
・
二
・
一
八
二
時
六
〇
七
号
六
九
頁
、
⑪
東
京
地
点
昭
和
四
五

　
　
　
・
七
・
一
四
判
時
六
一
六
号
七
八
頁
、
⑫
横
浜
馬
決
昭
和
四
六
・
二
・
八
善
時
六
二
〇
号
二
八
頁
⑬
熊
本
地
玉
名
支
判
昭
和
四
六
・
四
・
一
五

　
　
聖
駕
六
三
三
号
四
九
頁
、
⑬
－
2
岡
山
地
決
昭
和
四
六
・
一
二
・
八
野
業
ニ
七
四
号
「
七
七
頁
、
⑬
一
3
東
京
地
決
昭
和
四
七
・
二
・
二
八
判
時

　
　
六
六
〇
号
三
二
頁
。
こ
の
ほ
か
、
落
合
「
建
築
禁
止
を
求
め
る
日
照
権
紛
争
と
そ
の
処
理
の
実
態
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
九
〇
号
三
五
頁
以
下
に
は
、
東

　
　
京
地
裁
民
事
九
部
が
取
扱
っ
た
判
例
集
未
登
載
の
仮
処
分
事
件
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）
⑭
東
京
地
回
昭
和
二
七
・
一
一
・
二
九
下
民
集
三
巻
＝
号
一
七
〇
〇
頁
、
⑮
東
京
地
回
昭
和
四
一
・
一
〇
・
一
下
民
集
一
七
巻
九
⊥
○
号
八

　
　
八
五
頁
、
⑯
東
京
高
判
昭
和
四
二
・
一
〇
・
二
六
高
民
集
二
〇
巻
五
号
四
五
八
頁
〔
一
審
東
京
地
車
昭
和
四
〇
・
一
二
・
二
四
下
民
集
一
’
六
巻
一

　
　
二
号
一
八
一
四
頁
〕
、
⑰
東
京
高
判
昭
和
四
三
・
一
・
三
一
判
タ
ニ
ニ
ニ
号
一
六
八
頁
〔
一
審
前
掲
④
〕
、
⑱
福
岡
地
判
昭
和
四
三
・
七
．
一
六
判

　
　
時
五
二
八
号
六
六
頁
、
⑲
東
京
高
判
昭
和
四
五
・
五
・
二
八
午
時
六
〇
二
号
六
〇
頁
〔
一
審
東
京
書
判
昭
和
四
三
・
一
一
・
一
九
判
時
五
五
七

　
　
号
二
五
二
頁
〕
、
⑲
一
2
千
葉
地
摺
昭
和
四
七
・
一
・
二
六
二
時
六
六
四
号
六
四
頁
。

（
7
）
⑳
安
濃
津
地
判
大
正
一
五
・
八
・
】
○
新
聞
二
六
四
八
号
＝
頁
。
な
お
、
以
上
の
注
㈲
1
㎝
に
掲
げ
た
裁
判
例
の
う
ち
、
②
⑪
－
⑬
－
3
－
⑲
－
2
以38（2－4●219）347



説壬ム
酉冊

　
　
外
は
、
谷
口
編
・
判
例
公
害
法
一
巻
七
〇
〇
一
頁
以
下
に
沢
井
教
授
の
評
釈
と
と
も
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
注
㈲
一
働
引
用
の
裁
判
例

　
　
は
数
字
で
引
用
す
る
。
な
お
、
⑯
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
七
・
六
・
二
七
最
高
裁
第
三
小
法
廷
が
原
審
判
決
を
支
持
し
て
加
害
者
の
上

　
　
告
を
棄
却
し
、
は
じ
め
て
日
照
妨
害
を
め
ぐ
る
最
高
裁
の
判
断
を
示
し
た
。

（
8
）
③
⑨
の
判
決
。
③
は
土
地
賃
貸
借
契
約
違
反
を
理
由
と
す
る
契
約
解
除
（
告
知
）
に
よ
る
家
屋
収
去
土
地
明
渡
請
求
の
形
を
と
っ
た
も
の
、
⑨

　
　
は
土
地
分
譲
契
約
中
の
不
作
為
条
項
の
履
行
請
求
の
形
を
と
っ
た
も
の
（
た
だ
し
、
直
接
の
契
約
当
事
者
で
あ
る
分
譲
会
社
の
仮
処
分
申
請
は

　
　
認
容
さ
れ
た
が
、
近
隣
の
地
主
（
他
の
分
譲
地
購
入
者
）
か
ら
の
請
求
は
却
下
さ
れ
た
。
本
件
の
土
地
分
譲
契
約
を
第
三
者
の
た
め
に
す
る
契

　
　
約
に
準
ず
る
も
の
と
み
て
、
直
接
他
の
地
主
か
ら
も
契
約
違
反
を
理
由
と
す
る
差
止
を
認
め
う
る
と
す
る
解
釈
（
野
村
”
淡
路
・
公
害
判
例
の

　
　
研
究
三
五
三
頁
）
は
第
三
者
の
た
め
に
す
る
契
約
に
つ
い
て
の
現
行
法
の
解
釈
か
ら
は
説
明
が
容
易
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
（
第
三
者
の
た
め
に

　
　
す
る
契
約
の
成
立
を
否
定
し
た
裁
判
所
の
結
論
を
支
持
す
る
点
で
は
群
馬
編
・
判
例
公
害
法
七
三
二
七
頁
（
沢
井
筆
）
も
同
旨
）
。
し
か
し
、

　
　
土
地
分
譲
契
約
に
も
と
づ
き
、
分
譲
地
購
入
者
相
互
の
直
接
の
差
止
請
求
を
肯
定
で
き
る
な
ら
そ
の
方
が
よ
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
な
お
、

　
　
こ
の
点
で
イ
ギ
リ
ス
法
の
㊦
ρ
巳
蜜
三
〇
8
＜
①
§
葺
に
よ
る
お
馨
ユ
a
＜
①
8
〈
Φ
三
石
は
参
考
と
な
ろ
う
。
じ
d
拶
碁
興
碧
自
。
臼
興
ω
＜
・
喝
宕
『

　
　
O
①
寄
勺
『
○
需
益
。
ω
犀
9
ロ
⑩
①
呂
9
・
。
。
H
Φ
参
照
）
。

（
9
）
こ
の
ほ
か
、
権
利
濫
用
を
理
由
と
す
る
請
求
（
⑥
⑪
）
、
民
法
二
一
二
四
条
違
反
を
理
由
と
す
る
請
求
も
み
ら
れ
る
（
④
）
。

（
1
0
）
全
部
差
止
の
認
容
例
③
⑳
、
部
分
的
差
止
の
認
容
例
①
⑥
⑪
⑬
、
棄
却
例
④
⑤
。

（
1
1
）
認
容
例
⑦
（
た
だ
し
、
ア
パ
ー
ト
の
建
築
工
事
停
止
、
一
部
除
去
の
請
求
は
却
下
さ
れ
、
採
光
妨
害
の
塀
の
撤
去
の
み
認
容
）
、
⑨
（
工
事
着
工
前

　
　
の
差
止
認
容
）
⑬
一
3
（
六
階
建
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
噌
部
に
つ
き
工
事
続
行
禁
止
）
、
却
下
例
②
⑦
⑧
⑩
⑫
⑬
一
2
。
な
お
、
落
合
・
前
掲
論
文
参
照
。

（
1
2
）
認
容
例
⑭
⑯
⑱
⑳
、
棄
却
例
⑮
⑰
⑲
。

（
1
3
）
ω
の
例
、
③
⑬
⑯
、
②
の
例
、
②
④
⑦
⑧
⑨
⑩
⑫
⑬
－
2
⑬
－
3
⑮
⑰
⑱
⑲
、
⑲
－
2
、
㈹
の
例
①
⑤
⑦
⑪
⑭
⑳
。

（
1
4
）
前
者
の
例
⑧
⑮
、
後
者
の
例
⑤
、
な
お
⑮
は
事
務
所
・
住
居
兼
用
ビ
ル
で
三
階
が
住
居
と
な
っ
て
い
た
。

（
1
5
）
⑳
。
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三
　
日
照
妨
害
と
差
止
請
求

O
　
日
照
妨
害
の
私
法
的
救
済
方
法
と
し
て
最
も
効
果
的
な
方
法
は
差
止
で
あ
る
。
日
照
妨
害
に
対
す
る
差
止
に
つ
い
て
、
さ
き
に
指



判例にみられる日照妨害の法理（徳本）

摘
し
た
日
照
妨
害
の
特
徴
と
の
関
連
に
お
い
て
問
題
に
な
る
点
を
指
摘
す
れ
ば
次
の
よ
う
な
点
で
あ
ろ
う
。

　
ま
ず
、
日
照
妨
害
が
消
極
的
侵
害
で
あ
り
、
侵
害
行
為
が
一
応
適
法
行
為
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
違
法
性
の
判
断
は
、
日
照
妨
害
に

対
す
る
差
止
請
求
の
可
否
を
め
ぐ
っ
て
最
も
重
要
な
問
題
点
と
な
る
。
　
し
か
し
、
こ
の
点
は
、
　
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
後
に
こ
れ
ら
は
あ
わ
せ
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
日
照
妨
害
は
侵
害
が
一
た
ん
発
生
す
れ
ば
、
い
わ
ば
永
久
的
で
あ
る
。
そ
し
て
、
加
害
建
築
物
の
撤
去
は
多
く
の
場
合
困
難
で
あ
っ
た

り
、
社
会
・
経
済
上
相
当
の
損
失
を
と
も
な
う
。
そ
こ
で
、
加
害
建
築
物
完
成
後
に
そ
の
撤
去
を
求
め
る
差
止
は
、
仮
処
分
の
形
は
む
ろ

亙
の
こ
と
・
本
案
訴
訟
の
終
局
判
決
の
形
で
も
・
な
か
な
か
認
め
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
遡
・
こ
の
よ
う
な
・
」
と
を
み
こ
し
て
か
・
加
害
建
築
物

完
成
後
の
差
止
請
求
の
例
は
す
く
な
い
。
裁
判
例
題
、
加
害
建
築
物
完
成
後
に
加
害
建
築
物
の
全
部
撤
去
を
認
容
し
た
事
例
は
、
当
事
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
η
）

間
に
特
約
が
あ
っ
た
り
、
加
害
者
側
に
害
意
の
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
極
端
な
事
案
で
あ
る
。
加
害
建
築
物
完
成
後
の
差
止
の
認
め
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

そ
の
他
の
事
案
は
、
す
べ
て
部
分
的
撤
去
あ
る
い
は
条
件
付
撤
去
と
い
う
、
部
分
的
差
止
の
形
を
之
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
均
）

害
建
築
物
完
成
後
は
、
差
止
請
求
を
断
念
し
て
は
じ
め
か
ら
損
害
賠
償
の
み
を
請
求
す
る
例
も
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
が
、
差
止
請
求
が
否

定
さ
れ
た
事
例
で
、
差
止
に
代
る
補
償
を
求
め
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
認
め
た
事
例
は
み
あ
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
昌
照
妨
害
は
多
く
の
場

合
侵
害
が
永
久
的
で
あ
り
、
大
気
汚
染
、
騒
音
、
悪
臭
な
ど
の
公
害
に
比
べ
、
侵
害
の
状
況
に
変
動
の
可
能
性
が
す
く
な
い
こ
と
か
ら
、

将
来
の
損
害
の
算
定
が
比
較
的
容
易
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
照
妨
害
に
対
す
る
差
止
が
否
定
さ
れ
た
場
合
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
部
分

的
差
止
に
と
ど
ま
る
場
合
に
も
、
差
止
に
代
る
補
償
を
あ
わ
せ
て
認
め
る
な
ら
ば
、
全
体
と
し
て
柔
軟
な
救
済
を
確
保
し
う
る
可
能
性
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

大
き
い
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。

　
な
お
、
日
照
妨
害
が
永
久
的
な
侵
害
で
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
差
止
請
求
は
加
害
建
物
の
着
工
前
ま
た
は
着
工
後
で
も
そ
の
完
成
前
に
、

仮
処
分
の
形
で
行
わ
れ
る
事
例
が
多
く
、
ま
た
こ
れ
が
効
果
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
、
保
全
処
分
手
続
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
本
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肖i1晋 説

案
訴
訟
で
の
差
止
請
求
に
比
べ
、
差
止
可
否
の
判
断
基
準
が
緩
和
さ
れ
、
容
易
に
差
止
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
傾
向
は
特
に
見
ら
れ

よ
譲
）

φ
ん
し

　
⇔
　
差
止
請
求
に
つ
い
て
、
裁
判
例
は
、
た
と
え
ば
賃
貸
借
契
約
や
土
地
分
譲
契
約
な
ど
の
契
約
条
項
違
反
を
理
由
と
す
る
場
合
ぱ
別

　
　
へ
2
2
）

と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
が
、
土
地
・
建
物
所
有
権
、
土
地
利
用
権
、
建
物
占
有
の
妨
害
排
除
を
理
由
と
し
て
、
こ
れ
を
認
容
し
よ
う
と
し
て

　
　
（
2
3
）

き
て
い
る
。
公
害
噛
般
の
差
止
請
求
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
、
ω
物
権
的
請
求
権
に
も
と
づ
い
て
差
止
を
認
め
よ
う
と
す
る
立
場
、
②

人
格
権
侵
害
に
対
ナ
る
妨
害
排
除
と
し
て
差
止
を
認
め
よ
う
と
す
る
立
場
、
　
㈹
不
法
行
為
の
効
果
と
し
て
差
止
を
認
め
よ
う
と
す
る
立

場
、
ω
権
利
侵
害
保
護
の
必
要
性
が
あ
る
と
き
に
は
権
利
の
性
質
に
こ
だ
わ
6
こ
と
な
く
差
止
を
認
め
よ
う
と
す
る
立
場
な
ど
が
学
説
と

し
て
は
み
ら
れ
る
ほ
か
、
　
さ
ら
に
近
時
は
⑤
環
境
権
概
念
を
認
め
環
境
権
侵
害
に
も
と
つ
く
妨
害
排
除
と
し
て
差
止
を
認
め
よ
う
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

る
立
場
が
あ
ら
わ
れ
、
定
説
を
み
な
い
。
公
害
一
般
の
差
止
に
つ
い
て
の
学
説
は
大
別
す
れ
ば
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
む
ろ
ん
、
差

止
の
根
拠
を
以
上
の
い
ず
れ
か
一
つ
の
み
に
限
定
し
よ
う
と
す
る
立
場
は
比
較
的
少
数
で
あ
り
、
多
く
の
学
説
は
、
右
の
い
く
つ
か
を
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

わ
せ
認
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
裁
判
例
は
日
照
妨
害
に
つ
き
、
前
に
の
べ
た
と
お
り
右
の
う
ち
、
伝
統
的
な
物
上
請
求
権
の
理
論
に
依
っ

て
差
止
を
認
め
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
先
例
と
の
連
続
性
を
よ
り
意
識
す
る
で
あ
ろ
う
実
務
で
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
強
い
こ
と
は
理
解
で

　
　
　
　
　
（
2
6
）

き
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、
特
に
日
照
妨
害
の
被
侵
害
利
益
を
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
を
土
地
・
建
物
の
所
有
・
利
用
権
（
物
権
）
に
対
．

す
る
侵
害
と
考
え
る
こ
と
が
誤
り
で
は
な
い
ま
で
も
、
も
っ
と
広
く
考
え
ら
れ
う
る
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し

て
、
も
し
、
口
照
年
被
害
の
侵
害
利
益
に
つ
い
て
、
右
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
差
止
に
つ
い
て
も
、
こ
と
さ
ら
多
く

の
裁
判
例
の
よ
う
に
、
物
権
侵
害
の
み
を
差
止
の
理
由
づ
け
と
し
て
お
く
必
要
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
そ
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

こ
の
場
合
、
差
止
が
過
去
の
侵
害
に
対
す
る
損
害
賠
償
と
な
ら
ん
で
将
来
の
侵
害
に
つ
い
て
の
救
済
方
法
で
あ
る
と
い
う
観
点
は
見
落
さ

れ
て
は
な
ら
な
い
点
で
あ
る
。
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判例にみられる日照妨害の法理（徳本）

（
1
6
）
イ
ギ
リ
ス
法
で
も
8
ρ
三
①
の
。
Φ
づ
8
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
、
日
照
妨
害
と
な
る
建
築
物
の
着
工
を
知
り
つ
つ
傍
観
し
た
者
が
、
建
築
物
完
成
後

　
　
に
差
止
請
求
を
す
る
こ
と
を
認
め
な
い
。
轡
僧
身
ω
雷
巳
①
矯
o
h
＞
匡
穣
ざ
《
～
潤
国
ユ
o
h
ω
穿
。
≦
ω
げ
霞
ざ
（
目
。
。
謂
ン
r
戸
一
Φ
団
タ
窪
O
参
照
。

（
1
7
）
③
は
土
地
賃
借
人
が
増
築
禁
止
の
特
約
に
違
反
し
て
工
事
に
着
手
し
、
し
か
も
地
主
の
追
求
を
の
が
れ
る
た
め
逃
げ
ま
わ
っ
て
い
る
う
ち
工
事

　
　
が
完
成
し
た
事
実
、
⑳
は
原
告
に
土
地
を
高
価
で
売
り
つ
け
よ
う
と
し
た
者
が
隣
地
を
取
得
し
て
原
告
の
結
核
病
院
病
棟
の
窓
に
沿
っ
て
物
置

　
　
を
建
て
た
事
案
で
あ
る
。

（
1
8
）
た
と
え
ば
①
は
採
光
妨
害
と
な
る
板
塀
の
撤
去
請
求
に
対
し
上
部
五
尺
以
上
の
部
分
の
撤
去
を
命
じ
た
。
⑥
は
採
光
妨
害
と
な
る
ト
タ
ン
板
塀

　
　
の
上
部
を
撤
去
し
代
り
に
ビ
ニ
ー
ル
波
板
を
と
り
つ
け
る
よ
う
命
じ
た
。
⑪
⑬
は
妨
害
建
築
物
の
一
部
撤
去
を
そ
れ
ぞ
れ
命
じ
て
い
る
。
騒
音

　
　
　
・
振
動
事
件
と
同
様
、
日
照
妨
害
事
件
で
は
、
部
分
的
差
止
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
、
比
較
的
、
差
止
を
容
易
に
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ

　
　
・
つ
。

（
1
9
）
⑮
⑯
⑱
⑲
。

（
2
0
）
諏
分
的
差
止
の
場
合
に
も
差
止
に
代
る
補
償
を
く
み
あ
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
全
体
と
し
て
柔
軟
な
救
済
を
与
え
う
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で

　
　
に
九
州
大
学
法
政
学
会
編
・
新
法
学
概
論
一
九
六
頁
（
徳
本
筆
）
、
徳
本
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
プ
ラ
イ
ベ
イ
ト
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
概
説
」
三
二

　
　
八
号
七
六
頁
な
ど
で
指
摘
し
た
。
徳
本
「
公
害
の
民
事
的
救
済
と
因
果
関
係
」
前
掲
一
九
一
頁
参
照
。
な
お
、
イ
ギ
リ
ス
の
判
例
で
温
州
帥
σ
q
o
ω

　
　
言
一
冨
q
9
軍
畑
霧
鉱
8
が
認
め
ら
れ
た
事
例
の
多
く
は
、
き
9
①
ヨ
躍
σ
q
耳
の
侵
害
の
事
件
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
訂
巴
ω
ぎ
含
馨
二
巴

　
　
O
o
6
需
話
膚
く
①
ω
0
9
①
蔓
〈
．
Q
Q
一
碧
犀
（
一
⑩
卜
。
昏
）
＞
b
・
。
。
望
参
照
。

（
2
1
）
日
照
妨
害
事
件
で
の
仮
処
分
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
落
合
・
前
掲
論
文
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
九
〇
号
三
五
頁
、
松
浦
「
日
照
権
紛
争
に
お
け
る
建

　
　
築
禁
止
の
仮
処
分
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
九
三
号
＝
六
頁
な
ど
、
注
（
1
1
）
引
用
の
判
決
・
決
定
参
照
。
な
お
、
差
止
請
求
に
つ
い
て
も
、
因
果

　
　
関
係
の
立
証
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
四
日
参
照
。

（
2
2
）
注
（
8
）
引
用
の
判
決
。

（
2
3
）
た
と
え
ば
①
の
判
決
で
は
賃
借
建
物
の
占
有
妨
害
を
理
由
と
し
て
い
る
。
ま
た
⑨
⑬
で
は
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
事
案
で
人
格
権
侵
害
を
理
由

　
　
と
す
る
差
止
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
土
地
、
建
物
所
有
・
利
用
権
侵
害
を
理
由
と
す
る
差
止
は
可
能
で
あ
る
と
明
言
す
る
。
た
だ
し
、
⑬
一
3

　
　
は
、
日
照
被
害
に
よ
る
差
止
の
被
保
全
権
利
を
、
物
権
的
請
求
権
と
人
格
権
の
複
合
的
な
も
の
と
し
て
い
る
。

（
2
4
）
ω
の
立
場
を
主
張
す
る
も
の
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
沢
井
・
前
掲
書
一
四
七
頁
、
東
．
公
害
訴
訟
の
理
論
と
実
務
九
六
頁
、
油
口
　
「
公
害
訴
38　（2一一一一4　。223）　351



甑
’
」

　
　
訟
」
実
務
民
訴
講
座
ご
〇
九
頁
、
②
の
立
場
を
主
張
す
る
も
の
と
し
て
、
た
と
え
ば
加
藤
編
・
公
害
法
の
生
成
と
展
開
二
〇
頁
（
加
藤
筆
）
、

　
　
日
照
妨
害
に
限
っ
て
い
え
ば
さ
ら
に
好
美
・
前
掲
論
文
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
九
四
号
一
＝
二
頁
以
下
、
個
の
立
場
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
竹
内

　
　
　
「
差
止
命
令
」
加
藤
編
・
公
害
法
の
生
成
と
展
開
四
三
九
頁
、
野
村
・
公
害
の
判
例
二
六
三
頁
、
伊
藤
高
義
「
公
害
差
止
請
求
の
法
的
構
成
に

　
　
つ
い
て
」
彦
根
論
叢
｛
四
三
号
九
二
頁
。
四
の
立
場
は
、
徳
本
「
公
害
の
私
法
的
救
済
」
前
掲
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
＝
二
号
一
〇
〇
頁
。
㈲
に
つ
い

　
　
て
は
、
た
と
え
ば
、
大
阪
弁
護
士
会
環
境
権
研
究
会
「
環
境
権
確
立
の
た
め
の
提
言
」
　
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
七
九
号
八
一
頁
　
（
滝
井
筆
）
、
仁
藤

　
　
　
「
環
境
権
の
提
唱
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
九
二
号
二
三
一
頁
な
ど
。
な
お
、
差
止
に
つ
い
で
の
学
説
の
整
理
は
、
た
と
え
ば
徳
本
・
前
掲
ジ
ュ
リ
ス

　
　
ト
四
一
三
号
一
〇
〇
頁
、
東
・
前
掲
書
論
○
頁
、
好
美
・
前
掲
論
文
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
九
三
号
一
＝
頁
以
下
、
同
四
九
四
号
＝
三
頁
以
下
参
照
。

（
2
5
）
た
と
え
ば
、
沢
井
教
授
は
、
ω
の
立
場
を
と
り
つ
つ
、
②
の
構
成
を
も
承
認
さ
れ
る
（
沢
井
「
差
止
請
求
と
利
益
衡
量
」
三
時
四
三
巻
八
号
八

　
　
頁
以
下
）
し
、
好
美
・
前
掲
論
文
は
、
日
照
妨
害
の
差
止
に
つ
き
②
の
構
成
を
と
り
つ
つ
、
ω
の
構
成
を
も
承
認
さ
れ
る
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
九

　
　
四
号
＝
四
頁
）
。

（
2
6
）
東
・
前
掲
書
八
一
頁
以
下
の
い
う
法
的
安
定
性
と
は
実
務
家
の
心
理
的
安
定
性
を
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
好
美
・
前
掲
論
文
四
九
四
号
一
一
四
一

　
　
＝
五
頁
参
照
。
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四
　
日
照
妨
害
と
損
害
賠
償

　
0
　
さ
き
に
も
指
摘
し
た
と
お
り
、
日
照
妨
害
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
を
め
ぐ
る
裁
判
例
は
、
そ
の
す
べ
て
が
、
不
法
行
為
を
理
由
と

す
る
賠
償
請
求
の
事
例
で
あ
る
。
差
止
と
同
様
、
契
約
を
媒
介
と
し
て
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
現
在
ま
で
の
と

こ
ろ
、
そ
の
よ
う
な
裁
判
例
は
見
あ
た
ら
な
い
。
賠
償
請
求
の
相
手
方
は
、
ほ
と
ん
ど
が
加
害
建
築
物
の
建
築
者
（
注
文
者
・
所
有
者
）

で
あ
る
。
し
か
し
、
特
異
な
例
と
し
て
、
建
築
工
事
請
負
人
、
建
築
基
準
法
に
も
と
つ
く
建
築
物
規
制
官
庁
（
東
京
都
）
を
相
手
方
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
｝

る
賠
償
請
求
事
例
が
そ
れ
ぞ
れ
一
例
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
請
求
は
棄
却
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
工
事
請
負
人
の
責
任
に

つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
騒
音
・
振
動
な
ど
と
異
な
り
日
照
妨
害
が
そ
の
性
質
上
、
建
築
工
事
そ
の
も
の
の
過
程
か
ら
生
じ
る
侵
害
と
は
い

11



、

判例にみられる日照妨害の法理（徳本）

い
難
い
の
で
、
　
特
に
設
計
か
ら
工
事
ま
で
す
べ
て
を
担
当
し
た
請
負
人
の
場
合
は
別
と
し
て
、
　
日
照
妨
害
に
関
し
て
は
、
請
負
人
は
む

し
ろ
注
文
者
の
手
足
と
し
て
因
果
関
係
の
担
い
手
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
多
く
、
独
立
に
不
法
行
為
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
は
困
難
な
場
合

が
多
い
の
で
あ
ろ
輪
伽
規
制
官
庁
が
規
制
を
十
分
に
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
は
、
日
照
妨
害
に
限
ら
ず
、

他
の
公
害
事
件
や
さ
ら
に
は
製
造
物
責
任
の
事
件
を
め
ぐ
っ
て
も
同
様
に
問
題
と
な
り
う
る
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
般
論
と
し

て
は
責
任
を
肯
定
す
べ
き
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
官
庁
の
規
制
は
規
制
主
体
と
規
制
対
象
の
間
に
法
律
関
係
を
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

じ
る
に
と
ど
ま
り
、
一
般
私
人
に
対
す
る
私
法
上
の
義
務
を
生
じ
る
も
の
で
は
な
い
と
の
立
場
も
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
不
法
行
為
の
観

点
か
ら
は
、
故
意
・
過
失
に
よ
る
違
法
な
官
庁
の
不
作
為
と
損
害
発
生
の
間
に
相
当
因
果
関
係
が
あ
れ
ば
、
官
庁
に
不
法
行
為
責
任
を
肯

定
す
る
立
場
が
正
当
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
に
解
し
た
と
し
て
も
、
官
庁
の
故
意
・
過
失
や
不
作
為
の
違
法
性
の
立
証
が
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

際
に
は
困
難
で
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
責
任
成
立
の
余
地
は
さ
し
て
広
く
な
い
。
今
後
の
検
討
課
題
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
⇔
　
不
法
行
為
の
責
任
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
加
害
者
に
故
意
・
過
失
が
な
く
て
は
い
け
な
い
。
し
か
し
、
日
照
妨
害
で
、
こ
の

点
が
争
点
と
な
る
こ
と
は
き
わ
め
て
稀
で
あ
る
。
加
害
建
築
物
の
建
築
に
よ
る
日
照
妨
害
の
結
果
発
生
に
対
す
る
予
見
（
そ
し
て
ま
た
妨

害
行
為
の
と
り
や
め
を
含
め
た
結
果
回
避
可
能
性
）
を
欠
く
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
日
照
妨
害
を
め
ぐ
る
損

害
賠
償
事
件
の
判
決
の
な
か
で
、
　
故
意
・
過
失
に
言
及
し
た
例
は
三
例
で
あ
る
が
、
　
故
意
・
過
失
の
点
が
主
観
的
責
任
成
立
要
件
と
し

て
、
責
任
成
立
を
め
ぐ
っ
て
重
要
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
故
意
に
つ
い
て
言
及
し
た
判
決
例
は
、
加
害
の
態
様
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
み
　

シ
カ
ー
ネ
的
で
あ
っ
た
例
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
以
上
の
よ
う
に
、
日
照
妨
害
に
よ
る
損
害
賠
償
を
め
ぐ
る
判
決
例
の
な
か
で
故
意
・
過

失
に
つ
い
て
ふ
れ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
か
、
あ
っ
て
も
き
わ
め
て
形
式
的
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
こ
の
こ
と
か
ら
直
ち
に
責
任
成
立
要
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
舘
》

と
し
て
の
故
意
・
過
失
が
不
要
な
い
し
は
違
法
性
判
断
と
一
元
化
し
う
る
も
の
と
解
し
う
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
違
法

性
判
断
の
う
ち
に
加
害
者
の
主
観
・
客
観
的
両
態
様
を
含
め
う
る
こ
と
は
、
違
法
性
判
断
に
つ
い
て
相
関
関
係
説
が
提
唱
さ
れ
て
以
来
、
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論

あ
る
い
は
そ
れ
以
前
の
違
法
性
阻
却
が
．
問
題
と
さ
れ
は
じ
め
て
以
来
承
認
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
正
当
な
見
解
で
あ
る
つ
し
か

し
、
理
論
的
に
は
、
ζ
の
こ
と
か
ら
直
ち
に
主
観
的
責
任
成
立
要
件
と
し
て
の
故
意
・
過
失
を
不
要
と
す
る
結
論
が
導
き
出
さ
れ
う
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

と
に
は
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。
な
お
今
後
の
検
討
課
題
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
⇔
　
不
法
行
為
責
任
成
立
の
た
め
に
は
、
侵
害
行
為
と
損
害
の
間
に
相
当
因
果
関
係
が
必
要
で
あ
る
。
日
照
妨
害
事
件
で
は
、
そ
の
性

質
上
、
加
害
建
築
物
完
成
前
の
段
階
で
の
差
止
請
求
の
場
合
を
除
い
て
、
被
告
の
行
為
と
日
照
妨
害
発
生
自
体
の
因
果
関
係
が
争
点
と
な

　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
た
だ
発
生
し
た
日
照
妨
害
と
個
々
の
損
害
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
日
照
妨
害
と
原
告
の
罹
病
等

の
人
身
損
害
、
ま
た
日
照
妨
害
と
光
熱
費
の
増
加
、
タ
ン
ス
・
衣
類
の
損
傷
、
地
価
の
低
下
等
の
財
産
的
損
害
の
因
果
関
係
の
有
無
が
争

わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
」
例
を
除
い
て
、
日
照
妨
害
と
右
に
挙
げ
た
よ
う
な
損
害
と
の
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ

た
事
例
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
精
神
的
損
害
の
み
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
他
の
公
害
事
件
と
同
様
に
、
因
果
関
係
立
証
の
困

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

難
が
日
照
妨
害
に
も
つ
き
ま
と
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
つ

　
㈱
　
日
照
妨
害
で
最
も
問
題
の
多
い
の
は
、
侵
害
行
為
の
違
法
性
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
違
法
性
判
断
の
諸
要
素
の
う
ち
、
被
侵
害
利
益
に
つ
い
て
は
、
　
損
害
賠
償
の
認
容
判
決
で
は
、
　
人
格
権
侵
害
と
構
成
す
る
判
決
が
多

く
、
物
の
支
配
・
利
用
権
侵
害
と
構
成
す
る
差
止
認
容
判
決
と
対
比
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
日
照
妨
害
の
損
害
賠
償
事
件
で
は
、
す
で

に
指
摘
す
る
と
お
り
、
財
産
損
害
に
つ
い
て
の
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
に
く
く
、
も
っ
ぱ
ら
慰
籍
料
の
形
で
の
賠
償
し
か
認
め
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
と
関
係
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
　
こ
の
こ
と
は
、
　
日
照
妨
害
の
被
侵
害
利
益
に
つ
い
て
、
実
際
に

は
、
、
物
の
支
配
・
利
用
権
、
、
も
し
く
は
人
格
権
の
い
ず
れ
か
の
一
方
の
み
で
考
え
る
こ
と
の
不
合
理
さ
を
示
し
て
い
る
。

　
日
照
妨
害
の
被
侵
害
利
益
は
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
解
す
る
と
し
て
も
、
現
在
、
被
害
者
が
日
照
を
利
用
し
享
有
し
て
い
る
、
と
い
う

事
実
が
な
い
限
り
、
し
か
も
、
過
去
の
一
定
の
時
期
か
ら
そ
の
事
実
が
継
続
し
て
い
な
い
限
り
、
侵
害
に
対
す
る
救
済
が
問
題
に
な
る
こ
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と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
公
害
事
件
で
し
ば
し
ば
問
題
と
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
先
住
性
の
問
題
が
日
照
妨
害
で
は
、
他
の
公
害
以
上
に
大
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
被
害
の
程
度
は
、
違
法
性
判
断
の
要
素
と
さ
れ
る
が
、
日
照
妨
害
で
は
、
こ
の
点
は
、
地
域
の
性
質
（
住
宅
地
域
か
商
業
地
域
か
）
と

の
関
連
ぬ
き
に
は
決
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
従
来
の
日
照
量
に
比
べ
半
分
以
下
に
減
じ
た
か
、
ま
た
一
日
何
時
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

以
上
の
日
照
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
と
い
う
基
準
が
画
一
的
に
も
ち
こ
ま
れ
う
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
二
⇔
に
指
摘
し
た
日

照
妨
害
の
態
様
の
う
ち
③
の
型
で
あ
る
原
告
の
窓
を
真
黒
ふ
さ
ぐ
よ
う
に
設
置
さ
れ
た
板
塀
な
ど
の
よ
う
に
、
日
照
は
お
ろ
か
自
然
光
ま

で
奪
っ
て
し
ま
う
場
合
に
は
、
む
ろ
ん
、
地
域
の
性
質
は
問
題
に
な
ら
な
い
。

　
日
照
妨
害
で
地
域
の
性
質
は
、
右
の
例
外
を
除
い
て
、
違
法
性
の
有
無
決
定
の
上
で
、
比
較
的
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
と

に
日
照
妨
害
は
、
一
応
適
法
と
み
ら
れ
る
建
築
行
為
の
結
果
あ
る
い
み
で
は
不
可
避
的
に
生
じ
る
だ
け
に
、
ど
の
程
度
の
建
築
物
ま
で
が

許
さ
れ
る
か
（
ど
の
程
度
の
日
照
妨
害
ま
で
が
被
害
者
に
認
容
さ
れ
る
べ
き
か
）
は
、
単
純
に
加
害
者
と
被
害
者
の
間
だ
け
で
決
め
る
こ

と
が
で
き
ず
、
近
隣
の
土
地
の
利
用
状
況
か
ら
そ
の
限
界
を
画
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
一
般
的
に
は
、
土
地
の
有
効
利

用
の
要
請
が
強
い
都
市
中
心
部
の
中
・
高
層
化
が
不
可
避
的
に
進
行
し
て
い
る
地
域
で
は
、
日
照
妨
害
建
築
物
の
建
築
に
違
法
性
が
認
め

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

ら
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。
そ
し
て
、
地
域
の
性
質
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
都
市
計
画
に
よ
る
地
域
・
地
区
指
定
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
が

尊
重
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
も
っ
と
も
、
中
・
高
層
建
物
に
よ
る
日
照
妨
害
は
別
と
し
て
、
前
に
あ
げ
た
う
ち
、
ω
の
型
で
あ
る
平
家
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

物
と
二
階
建
建
物
の
間
で
の
日
照
妨
害
に
つ
い
て
は
地
域
性
の
要
素
も
必
ず
し
も
決
定
的
な
き
め
て
に
は
な
ら
な
い
。

　
違
法
性
判
断
に
あ
た
り
、
加
害
者
側
の
事
情
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
加
害
者
側
の
明
瞭
な
害
意
は
、
地
域
の
性
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
旬
）

の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
　
違
法
性
肯
定
の
有
力
な
材
料
と
さ
れ
る
。
　
ま
た
加
害
者
の
当
事
者
間
の
衡
平
に
反
す
る
よ
う
な
不
誠
実
な
態
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
4
1
＞
，

も
、
違
法
性
肯
定
の
材
料
と
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
反
対
に
加
害
者
の
行
為
が
被
害
者
の
法
規
違
反
に
対
抗
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
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藷ム
醐日

二v
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
砲
）

い
う
よ
う
な
事
情
は
、
　
違
法
性
否
定
の
有
力
な
材
料
と
さ
れ
る
。
　
加
害
建
築
物
が
建
築
基
準
法
等
の
規
制
を
遵
守
し
て
い
た
か
ど
う
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嬉
》

も
、
違
法
性
判
断
の
要
素
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
建
築
基
準
法
が
日
照
を
多
少
は
考
慮
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
今
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
解
）

の
改
正
後
も
、
な
お
必
ず
し
も
日
照
確
保
に
つ
き
十
分
な
保
護
を
与
え
て
い
な
い
以
上
、
建
築
基
準
法
の
遵
守
と
い
う
事
実
の
み
で
は
違

法
性
阻
却
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
こ
の
ほ
か
、
加
害
者
の
（
建
築
と
り
や
め
以
外
の
）
侵
害
回
避
手
段
の
有
無
お
よ
び
回
避
努

　
　
（
4
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

力
の
有
無
、
さ
ら
に
加
害
建
築
物
の
公
共
性
の
有
無
が
違
法
性
判
断
の
要
素
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
加
害
者
の
悪

糠
・
中
性
の
徴
表
と
し
て
こ
れ
を
評
価
す
る
限
り
で
は
違
法
性
判
断
の
要
素
と
す
る
こ
と
を
肯
定
し
う
る
が
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
差
止
に
つ
い

て
は
別
と
し
て
、
損
害
賠
償
の
可
否
を
め
ぐ
っ
て
は
、
加
害
行
為
の
公
共
性
を
理
由
に
賠
償
を
拒
否
す
る
こ
と
は
正
当
で
な
く
、
そ
の
意

味
に
お
い
て
、
こ
れ
を
違
法
性
判
断
の
要
素
と
す
る
こ
と
に
は
慎
重
さ
が
必
要
で
あ
る
。

　
㈲
　
以
上
に
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
日
照
妨
害
に
よ
る
損
害
賠
償
を
め
ぐ
っ
て
は
、
因
果
関
係
に
つ
い
て
も
多
少
問
題
が
あ
る
が
、

ほ
と
ん
ど
の
問
題
点
は
、
違
法
性
判
断
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
今
後
に
の
こ
さ
れ
た
問
題
点
を
二
、
三
指
摘
し
て
お
け
ば
次
の
と

お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
日
照
妨
害
は
今
後
も
当
分
の
間
は
不
均
等
な
都
市
化
が
進
行
す
る
の
に
と
も
な
っ
て
増
加
の
傾
向
を
た
ど
る
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
、
現
在
の
建
築
基
準
法
が
従
来
に
比
べ
、
多
少
日
照
妨
害
を
考
慮
し
た
も
の
に
改
め
ら
れ
た
と
は
い
え
、
ま
だ
不
十
分
で

あ
る
こ
と
も
す
で
に
の
べ
た
。
反
面
、
日
照
妨
害
を
と
も
な
う
建
物
の
中
・
高
層
化
が
都
市
部
で
不
可
避
な
こ
と
も
ま
た
い
う
ま
で
も
な

い
。
そ
こ
で
、
今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
地
域
性
を
考
慮
し
、
十
分
な
地
帯
区
分
を
お
り
こ
ん
だ
上
で
、
日
照
を
保
護
す
べ
き
地
域
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

て
は
日
照
の
保
護
が
十
分
可
能
な
程
度
に
、
建
築
基
準
法
そ
の
他
の
規
制
立
法
の
適
切
な
改
正
が
必
要
で
あ
る
。
な
お
、
む
ろ
ん
こ
の
よ

う
な
改
正
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
土
地
分
譲
な
ど
に
際
し
、
私
人
間
で
建
築
制
限
協
定
・
契
約
を
む
す
ん
で
紛
争
を
防
止
で
き
る
な
ら
、

こ
れ
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
以
上
の
よ
う
な
規
制
が
実
現
す
る
ま
で
は
、
さ
し
あ
た
り
私
法
的
救
済
の
活
用
に
期
待
す
る
ほ

か
は
な
い
。
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日
照
妨
害
の
救
済
を
め
ぐ
っ
て
今
後
な
お
問
題
に
な
る
と
思
わ
れ
る
一
つ
の
点
は
、
加
害
者
の
先
住
権
の
問
題
で
あ
る
。
他
の
公
害
事

件
で
は
、
　
先
住
者
の
加
害
行
為
が
許
容
さ
れ
る
べ
き
根
拠
は
余
り
強
い
も
の
と
は
い
い
難
い
が
、
　
日
照
妨
害
で
は
こ
の
点
は
微
妙
で
あ

る
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
　
ユ
σ
q
算
o
h
一
士
年
が
二
七
年
間
採
光
を
継
続
し
た
と
い
う
事
実
に
も
と
つ
い
て
時
効
取
得
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
侶
）

れ
る
と
い
う
考
え
方
も
、
裏
が
え
せ
ば
先
住
者
の
権
利
を
認
め
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
現
在
日
照
を
利
用
し
て
い
な
い
者
が
、
の

ち
に
先
住
者
に
救
済
を
要
求
す
る
こ
と
は
、
他
の
公
害
に
比
べ
れ
ば
侵
害
を
回
避
す
べ
き
手
段
を
後
か
ら
き
た
者
が
有
す
る
こ
と
を
考
え

て
も
妥
当
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
紛
争
当
事
者
の
建
築
計
画
が
ほ
と
ん
ど
同
時
と
み
ら
れ
う
る
よ
う
な
場
合
を
除
い
て
、
加
害
者
が

先
住
者
で
あ
る
と
き
に
は
、
後
住
者
は
救
済
を
主
張
し
え
な
い
と
解
す
る
ほ
か
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
日
照
妨
害
の
損
害
賠
償
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
精
神
的
損
害
に
つ
い
て
の
み
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
理
論
的
に
は
財

産
的
損
害
に
つ
い
て
も
請
求
が
考
え
ら
れ
う
る
。
日
照
妨
害
の
損
害
賠
償
に
つ
い
て
は
、
日
照
妨
害
が
継
続
的
・
永
久
的
な
性
質
の
侵
害

で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
過
去
の
損
害
に
つ
い
て
の
み
損
害
賠
償
を
認
め
る
と
い
う
通
説
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
被
害
者
は
差
止
が
認

め
ら
れ
な
い
と
き
は
侵
害
の
つ
づ
く
限
り
、
無
限
に
く
り
か
え
し
損
害
賠
償
を
請
求
し
う
る
と
い
う
ほ
か
は
な
さ
そ
う
に
思
わ
れ
る
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
不
合
理
で
あ
る
。
そ
し
て
、
将
来
の
損
害
額
の
算
定
が
比
較
的
容
易
と
思
わ
れ
る
日
照
妨
害
で
は
、
将
来

の
損
害
賠
償
を
一
括
し
て
認
め
る
差
止
に
代
る
補
償
の
考
え
方
が
と
り
入
れ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
差
止
に
代
る
補
償
に
つ
い
て
は
、
相

隣
関
係
の
償
金
の
構
成
を
と
る
こ
と
も
、
不
法
行
為
に
よ
る
将
来
の
損
害
賠
償
の
構
成
を
と
る
こ
と
も
可
能
な
こ
と
は
す
で
に
別
の
と
こ

ろ
で
も
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
構
成
を
と
る
に
せ
よ
、
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
、
全
体
と
し
て
柔
軟
な
救
済
が
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
、

能
と
な
る
こ
と
を
重
ね
て
強
調
し
て
お
き
た
い
。

（
2
7
）
前
者
の
例
⑲
、
後
者
の
例
⑯
。

（
2
8
）
な
お
、
こ
の
よ
う
な
場
合
を
社
会
的
因
果
関
係
の
問
題
と
考
え
る
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
は
、
徳
本
「
公
害
の
民
事
的
救
済
と
因
果
関
係
」
前
掲
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論

　
　
　
一
九
八
頁
以
下
参
照
。
請
負
人
の
責
任
に
つ
い
て
は
、
な
お
、
谷
口
編
・
前
掲
警
七
二
六
〇
頁
（
沢
井
筆
）
参
照
。

（
2
9
）
⑯
の
一
審
判
決
参
照
。

（
3
0
）
と
く
に
不
作
為
が
違
法
と
な
る
た
め
に
は
官
庁
に
作
為
義
務
が
必
要
で
あ
り
（
注
釈
民
法
一
九
巻
四
〇
五
頁
）
、
こ
の
点
が
裁
量
に
か
か
ら
し

　
　
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
特
に
違
法
牲
の
立
証
が
困
難
と
な
ろ
う
。
⑯
の
判
決
参
照
。
な
お
、
村
重
「
国
家
賠
償
法
に
お
け
る
不
作
為
の
作
為

　
　
義
務
」
司
法
研
修
所
創
立
十
五
周
年
記
念
論
文
集
上
巻
九
八
頁
以
下
参
照
。

（
3
1
）
⑭
の
判
決
は
、
家
屋
賃
借
入
お
い
串
し
の
目
的
で
被
害
者
方
の
窓
を
ふ
さ
ぐ
よ
う
な
バ
ラ
ッ
ク
を
建
て
た
事
例
、
田
子
妨
害
に
つ
き
故
意
が
あ

　
　
る
と
さ
れ
た
。
⑳
も
故
意
が
み
と
め
ら
れ
た
（
注
㎝
参
照
）
。
⑯
で
は
わ
ず
か
；
昌
被
告
に
過
失
あ
り
と
の
べ
て
い
る
。

（
3
2
）
野
村
「
故
意
・
過
失
お
よ
び
違
法
性
」
加
藤
編
・
公
害
法
の
生
成
と
展
開
三
八
七
頁
以
下
、
と
く
に
三
九
三
頁
以
下
、
同
．
公
害
の
判
例
七
六

　
　
頁
。

（
3
3
）
徳
本
「
過
失
の
衣
を
着
た
無
過
失
の
理
論
」
法
学
セ
ミ
ナ
』
四
四
年
二
月
号
汰
四
頁
以
下
、
な
お
、
沢
井
．
前
掲
書
一
八
三
頁
。

（
3
4
）
そ
し
て
、
加
害
行
為
完
成
前
の
差
止
に
つ
い
て
も
、
設
計
の
内
容
か
ら
日
照
妨
害
の
発
生
の
可
能
性
は
比
較
的
容
易
に
明
ら
か
に
で
き
よ
う
。

へ
3
5
）
⑭
⑮
で
は
、
タ
ン
ス
・
衣
類
の
損
傷
、
罹
病
な
ど
の
損
害
が
主
張
さ
れ
た
。
⑮
⑯
⑰
⑱
で
は
地
価
低
下
の
損
害
が
主
張
さ
れ
た
。
し
か
し
、
い

　
　
ず
れ
も
立
証
な
し
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
じ
。
⑳
で
は
、
入
院
患
者
の
減
少
に
つ
き
、
入
院
費
相
当
分
の
損
害
賠
償
を
認
め
て
、
財
産
的
損

　
　
害
の
賠
償
を
認
め
た
唯
一
の
例
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
件
は
、
加
害
者
に
故
意
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

（
3
6
）
す
で
に
日
照
妨
害
の
生
じ
て
い
る
規
所
に
建
物
を
建
築
し
た
者
が
日
照
妨
害
に
つ
い
て
の
救
済
を
求
め
た
裁
判
例
は
見
あ
た
ら
な
い
。

（
3
7
）
⑧
の
判
決
参
照
。
も
っ
と
も
、
⑲
－
2
で
は
、
残
存
日
照
時
間
が
四
時
間
半
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
違
法
性
が
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

（
3
8
）
④
⑤
⑦
⑧
⑫
⑬
i
2
⑮
⑰
な
ど
。

へ
3
9
）
た
と
え
ば
⑯
の
判
決
で
は
、
一
審
と
二
審
で
は
違
法
性
判
断
が
全
く
正
反
対
と
な
っ
た
。

（
4
0
）
⑭
、
⑳

（
4
1
）
③
⑱
な
ど
。

（
4
2
）
⑤
⑥
⑪
な
ど
。

（
4
3
）
判
決
で
闘
題
と
さ
れ
た
事
桝
は
す
べ
て
改
正
前
の
健
築
基
準
法
匪
C
あ
る
が
、
　
同
法
違
反
を
違
法
性
肯
定
の
材
料
と
し
て
評
価
し
た
事
例
は
⑯

　
　
　
（
た
だ
し
一
審
は
反
対
）
、
反
対
に
同
法
の
違
反
が
な
い
こ
と
を
違
法
性
否
定
の
材
料
と
し
た
事
例
は
⑧
⑮
⑰
。
な
お
、
同
法
違
反
が
な
く
て
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も
損
害
が
発
生
し
う
る
こ
と
を
理
由
に
同
法
違
反
を
違
法
性
判
断
の
材
料
と
し
な
か
っ
た
事
例
は
⑲
。
　
な
お
、
⑲
一
2
は
、
加
害
建
物
が
建
設

　
　
省
令
で
あ
る
「
公
営
住
宅
建
設
基
準
」
に
違
反
し
て
い
な
い
こ
と
を
違
法
性
阻
却
の
判
断
材
料
と
し
て
い
る
。

（
4
4
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
遠
藤
「
日
照
権
と
建
築
基
準
法
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
八
一
号
五
五
頁
参
照
。

（
4
5
）
た
と
え
ば
⑬
。

（
4
6
）
差
止
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
⑫
（
学
校
の
建
物
）
、
損
害
賠
償
に
つ
い
て
、
・
た
と
え
ば
⑮
（
予
々
公
社
の
建
物
）
で
そ
れ
ぞ
れ
公
共
性
を
理
由

　
　
に
差
止
が
み
と
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
⑲
一
2
は
加
害
建
物
が
低
所
得
者
用
公
営
ア
パ
ー
ト
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
4
7
）
な
お
建
築
審
議
会
行
政
部
会
市
街
地
環
境
分
科
会
は
、
六
月
答
申
を
め
ど
に
日
照
保
護
の
た
め
の
建
築
制
限
や
紛
争
処
理
に
つ
い
て
の
検
討
を

　
　
開
始
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
の
成
果
が
注
目
さ
れ
る
。
現
在
日
照
を
享
受
し
て
い
る
市
街
地
に
つ
い
て
は
、
開
発
の
必
要
上
日
照
の
保
護
を

　
　
犠
牲
に
し
て
も
土
地
の
有
効
な
利
用
を
や
む
な
し
と
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
場
合
で
も
、
被
害
者
に
対
す
る
何
ら
か
の
救
済
も
あ

　
　
わ
せ
て
考
え
ら
れ
る
必
要
も
あ
ろ
う
。

（
4
8
）
↓
冨
勺
冨
ω
冗
員
凱
。
謬
》
9
（
卜
。
俸
ω
．
≦
＝
置
ρ
謡
一
◎
。
ω
吋
）
　
震
ゆ
q
茸
ω
o
｛
い
茜
算
＞
9
　
（
刈
節
。
。
国
一
昼
b
。
ρ
㎝
①
●
一
㊤
α
Φ
）
な
お
、
O
郎
伽
q
サ
～

　
　
閑
冒
σ
9
（
一
㊤
①
刈
）
一
・
≦
、
ト
●
男
．
一
㎝
ミ
Ω
〉

（
4
9
）
徳
本
「
公
害
の
私
法
的
救
済
」
前
掲
一
〇
四
頁
。

【
付
記
】
　
　
本
稿
は
、
さ
き
に
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
九
〇
号
に
「
判
例
に
あ
ら
わ
れ
た
日
照
妨
害
紛
争
」
と
し
て
発
表
し
た
も
の
に
一
部
加

筆
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
お
こ
と
わ
り
し
て
お
く
。
公
務
多
忙
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
不
十
分
な
論
文
し
か
伊
藤
先
生
に
お
献
げ
で
き

な
か
っ
た
こ
と
を
、
心
か
ら
お
わ
び
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
る
。
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